
円山川水系( 兵庫県) の水生生物群集.v
小支流二見川における底生昆虫の分布

円山川水系の底生昆虫相については、氷ノ山源頭から
河口に至るまでの概観を一応は述べてきた( 西村， 1957， 
'58， '59および投稿中) 。今までの報告は、源頭から一気
に下流に下ったものであるが、川は支流、小支流と分岐
しているもので、本流から分かれて 500mも小支流を湖
上すれば、環境はもとより、底生昆虫相も本流とは著し
く異ってくる。
今回は小支流の実態を明らかにする目的で、八木川支

流の中で最も代表的な小渓谷の 1つであるこ見川の昆虫
相について報告したい。( 支流の昆虫相については、最
近菊池 (1956)、小泉・西脇 (1957)、広瀬 (1958) その
他により報告されたものがある)
発表にあたり、つねにこん切なご指導を賜っている京

都大学、森主一博士、大串龍一氏ならびに河川生態研究
グループの方々、採集生物の同定についてお世話になっ

第 1図二見川と調査地点

西村 登・福井正法

た奈良女子大学、津田松苗博士とその研究室の方々、ま
た野外調査に協力して頂いた西垣嘉高・中間快二郎君等
に心からの感謝の意を表する。

電炉、

1. 調査場所の概況

調査は1958年 5月 4 日より、 1959年 8月27日に至る聞
に第 1表の通り 4回行った。二見) 1 ¥ の概略と調査地点、は
第 1図に示した。
二見) 1 ¥ は妙見山( 海抜1142m) を源に南東に流れて和
多国部落( 関宮より 2 K m下流、海抜160m) において八
木川と合流する約 4 . 5 K mの小渓谷である。調査は著者
従来の方法( 西村， 1957) によって行い、定量採集は
50x50cmの方形区を設定して行った。
調査地点の流れ幅、海抜高は第 2 表に、水温・ p Hは

第 1 表に示した。

第 1表 二見川の水温とp H

地域区分( 君主| 年月 日| 時刻 l気温| 水温 1 p H  
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本報は底生昆虫の分布について、調査結果のみを述べ
たもので、分布要因・優占種および現存量等については
別に報告する。
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源頭付近の夏季水温は、 11.80 C ， 12.60 C を測定し I  S-?た。
た。本流から 500m湖った地点22では、夏季水温20.50 C
であって、これは12K m 上流の八木) 1 1涼流域丹戸の水温 2 庭生蝕の空間的分布
と等しく、本流と 500m離れているのみで 5 0 C の差があ j  源頭から合流点まで、流れにそった底生昆虫の分布状
る。 p Hは地点 12の夏季の 1例を除いては 6.7-7.0で | 態を第 2表に示した( 地点29から22までが二見)1 1 )。

第 2 表 ニ見川における底生昆虫の分布

調査地点

海抜高 (m)

流 れ 幅 ( m )

Rhyacaρhila articuZata トワダナガレトピケラ
Nemoura (Nemoura) sp. オナV カワグラ属
Epeorus ikanonis ナミヒラタカグロウ
Arctoβsyche sp. i/ ロフツヤトピケラ属
Uenoa tokunagai クロヅヅトピケラ
AめIst1"Oρhora sp. ヤマトピケラ属
RhyacoPhila sp. R E  ナガレトピケラ属
DoloPhilodes sp. タニガワトピケラ属
Ecdyonurus tobiironis クロタニガワカグロワ
N o g砂erla sp. ノギカワグラ属
Kamimuria sp. カワグラ
Brachycentrus sp. カクスイトビケラ属
Psilotreta kisoensis フタスジキソトビケラ
Ecdyonurus kibunensis キブネタニガワカゲロウ
Dinarthodes jaρonica ゴカクツツトピケラ
Ejうhemerella trisPina マダラカグロウ
Eβeorus latifolium エノレモシヒラタカグロワ
Elうemerella n a  x  マダラカグロウ属
Li押tnocentroρus insolitus キタガミトピケラ
Epeorus curvatutus ユミモシヒラタカゲロウ
Baetiella sp. フタパゴカゲロワ属
Mataeoρseρhenus ja.ρonicus ヒラタドロム V
Stenojりsyche griseiρennis ヒグナガカワトビケラ

uZmeri ワノレマア乙/ マトピケラ
Goera jaρonica ニy ギヨクトビケラ
Orthofrichiαsp. オトヒメトビケラ属
Oyamia seminigra ヒメオオヤマカワグラ
Psychomyia sp. クダトピケラ属
Parastenolうsyche sauferi 

テヤパネヒグナガカワトピケラ
Hydroρsyche nakaharai ナカハラνマトピケラ
RhyacoPhila nigrocφhala ムナグロナガレトピケラ
Choroterpes trifurcata カワカグロウ
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random 採栄による推定。
R :  (nく5) F :  C :  A :  (n>20) を付けたものは
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第 2 表以外に採集したものは、野勝目の 母 hemera
jaρonica ブタスジモシカグロワ、 Baetis sp コカゲロ
ワ属、双遡目の Tipula sp.， Antocha sp.， Simulium 
sp.， Chironomidae， Blephaloc巴ridae，鞘麹自の Eu-
briauax sp.， Elmis sp.，および Agriotypus sp. ミズ
パテ E Piolうhlebia suprestes ムカV トシポ等であって
総括的に示すと第 3表の通り、 7 目44種となる。
二見川における底生昆虫の分布について、注目すべき
主なことがらをあげると次の通りである。
( 1 ) 八木川で相当探したがみつからなかった毛趨自の

Arctopsyche sp. i / ロフツヤトピケラ属、 Orthotrichia
sp. オトヒメトピケラ属幼虫を採集した。
(2) 1959年 3月25呂、地点24で Epiophlebia suprestes 
ムカジト y ボ終令幼虫を採集した。これも八木川ではは
じめてである。
(3) 地点22では Goera jaρonzca ニ y ギヨワトピケラ

幼虫に寄生している Agerioかρus sp. ミズパテを採集
した( これは八木川でも観察し、すでに報告した。西村
1957)。
(4) Limnoωtrolうus insolitus キタガミトピケラが合
流点付近まで分布している。
(5) Sfeno.ρsyche griseipennis ヒグナガカワトビケラ
は地点24まで、 Paraste向。ρsyche sauteri テヤパネヒグ
ナガカワトピケラは、地点22までしか分布していない。
二見川では、上の 2種の生息、客、度はひじ主うに小さく、

(6) 桑田 (1957) によって報告されたように Rhyuco-
ρhila ナガレトビケラ属幼虫の中 Rhyaco.ρhila artic 
ulafa トワダナガレトピケラは、源頭の水温の低いとこ
ろに生息する。
(7) 
るのは、上流にすむ Eρhemera jaρonzca プタスジモ
シカグロクのみである。
(8) 源頭から地点 23までに出現している種類は、大部

分山地渓流( 源流域) の特徴種とみなしてよいものであ
る。

3. 本流の昆虫相との比較
著者は川の源から河口までを、源流、渓流、中流およ
び下流域の 4地域に区分して、それぞれの底生昆虫干目を
報告してきたが、二見川は全流程が源流域に含まれる。
( 河川形態区分の概略については西村、 1957)
今二見川の昆虫相と、八木川源流域ならびに円山川全
水系の昆虫相とを総括的に比較すると第 3表の通りであ
る。
本邦諸河) 11での従来の研究によって明らかにされてい
るように、毛趨目、野勝目において著しい特徴がみら

第 3 表 昆虫相の比較

--..l!一一三旦 11_1 iノユ担立璽重量!E9.亘匹歪亙葦
毛想自 18 22 32 
虫手勝目 11 18 26 
補麹目
脈麹目

4  7
2
 

10 
3  

双麹目 5 7  19 
鞘趨百 3 1 4
賭姶目 2 6  13 
半麹自! 一 1  
膜麹日 1 一 1  
合計 44 63 109 

れ、とくに毛麹目においては八木川源流域に出現するほ
とんどの種類が、二見川にも生息している。今までの調
査では、円山川水系では氷ノ山頂上源頭のみにみられる
StenoPhylax ondakensis オy ダケトピケラ等を除けば
八木川源流域 8 K mに発見される種類の大部分 (70%)は
小支流二見) l1 4 . 5 K mの渓谷に発見されるということに
なる。換言すれば、二見川のように比較的深い渓谷から
なる小支流の昆虫相は、本流源流域の流程を圧縮して移
入した形になり、源流域に非常によく似ている。
しかし、合流点付近になると、第 2表からもわかるよ

うに、昆虫相は本流のそれに近くなる。二見) 11では、合
流点から 500m朔った地点22と、さらに瀕った地点 23の
あたりに、移行点がみられる。合流点の河川形態は、そ
の支流の動物相を決定する上に重要である( 西村、 1959)
が、また支流の動物相は、合流点付近の本流の動物分布
にも影響している。すなわち、二見川が合流したすぐ下
手の早瀬には、小部分を限って Limnocentro戸us inso-
litus キタガミトピケラの生息、がみられるなど、その 1
例である。( 八木川で本種がみられるのは和多国から 12K
m 上流の源流域においてである) 円山川水系全体と比較
すると、全種類数では40;%が二見川に生息している。しか
し、毛麹自についてみると、全体の56μを占めている。
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